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アイヌは誰が訪ねてきても根性悪いこと (イキ ウェン 息k豆wem)はしないで､｢早 く中に

入って食事 しなさい (ユタク アフプ ワ イぺ ヤン eもaka払upwa豆peyam)｡｣などと言

う ｡

イソウンクル 孟soumkuTには一人 も根性の悪い人はいない｡根性の悪い人には神は遊びに来

ない (カムイ シネウェ 臨盈muyS孟meweしない)｡ 根性が良い人は､神様の世界でも評宰相ミ高

いので､遊びに来て くれる(カムイ オッ ク エネ ネ ヤクカイ アスル アシ クス シ

･- ~ ､ ､ = ･ .∵.~･+/ ト ､1

人間の心について

人間には二心ある｡ アッセレグ ウェン カムイ aSSe讃蒐ewemkamuyとアッセレケ ピリ

カ カムイ aSSe洩 e p量洩akamuyと｡ 怒 り出したら悪い根性が出る｡ がまんしたら良い根性

が出る｡ どんな偉い人にも二心ある｡ がまんしなかったら悪い神が勝ってしまう (ウェン カ

ムイ エイカウン wemkamuyeik a u m )｡そうしたら､その人はだめになってしまう(エネ ア

カリ イサム クル ネ ナンコン ナ emeakaT畳まsam臨uymenankomm a )｡ 自分の心を抑

えることができなかったならば､悪い心が勝って､自分を悪 くしてしまう(ヤイケウトウム オ

カキシマ エアイカプ ヒ チカナクネ ウェン ケウトウム ヤイエイカウン ヤイウェンテ

ナンコロ ナ yaykeⅥ確umuokak豆smaeayk盈Phic豆k amaknewemkewtumuyaye挽aum

yaywemtemankoT m a )｡ だから､どんなことがあってもがまんして ｢切 り抜ける｣ようにしな

さい(ネコン アン ペ アン ヤクカィ ヤイシポロレ ワ エオポソ クエ キ ナンコン

ナ mekomampeamyakkayyays豆poyoTeWaeOPOSOkum豆kinamkomma)｡ どんな神様でもど

んな人間でも二心ある｡ 良い心 (ピリカ ケゥトウム P亘ykakewtum)と悪い心 (ウェン ケ

ウトウム Wenkewtum)がある｡

老人の仕事

祖父は力無げに畑に座 って､ トウキどのコツコ (小さいもの)を､反 り返った鎌でとってい

た｡亡 くなる時､一母に ｢今晩エカシ危ないから石油買って来い｡｣といわれた｡本別まで走って

行って､石油を三舎瓶で買った｡二台 もあれば明 りに一晩 もつ｡ ｢テランプ｣を夜通 しつけて､

エカシの番兵をした｡

〔本別 ⑳沢井 トメノ民〕
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6-2｡身体部位名称

(この節は､服部四郎編 『アイヌ語方言辞典』(1964年)の調査項 目に従って､目黒治助氏の

協力を得て調べたもの｡)

頭部

頭 パケ pake､パケへ pakehe 例文 :エ パケへ epakehe｢お前の頭上 ク パケ-

kupakehe｢私の頭｣

髪 オ トプ otop 例文 :エ オ トビ eotopi｢お前の髪｣､エ オ トビ ヌイカラ eOtOPi

nuykar ｢髪をとかせ｣､パ ケ メイカラ pakenuykar ｢髪をとかす｣､パヤイケ ル アン

ナ payaykeruanna｢髪が くちゃくちゃになって醜いよ｣

ふけ パシルマ PasiTuma｡

はげ頭 :トオンクル パケへ エイコシテク オ トプサク ワ アン toonkurpakeheeikostek

otopsakwaan｢あの人はげて髪の毛 もない｣.

はげている トウルルケtururke｢ピカビカしている｣例文 :アヤポ エタブ エ パケへ

トウルルケ ル アン ayapoetapepakehetururkeruan｢お前の頭ははげている工 トオ

ンクル エイコシテク パケへ トウルルケ フ ォ トプ カ イサム tOOnkureikostekpakehe

tururkewaotopkaisam ｢あの人は､はげてて頭が光 り髪の毛がない工 トオンクル パケへ

トントネ ル アン toonkurpakehetontoneruan ｢あの人は､頭が光っている｣

脳 ノイぺ noype

額 キプ トウルフ kiputuruhu､キプ トゥル kiputor

顔 ナヌフ nanuhu

頼 ナヌ nanu､ノタカム nOtakam

頬骨 ナンポネ nanpone､ナヌフポネ nanuhupone

こめかみ ?

眉 ランメマ rannuma

目 シキ siki､シキヒ sikihi

目玉 シクヌム Siknum

黒目 ?

白目 ?

目尻 シクケシ Sikkes

睦 ?

見る ヌカラ nukar､インカラ inkaHま ｢ただ見ること｣

にらむ :ネコン アン クス タブ エイコシテク エ エン トイコメカン ル アナ nekon

ankustapeykostekeentoykonukanruana｢なんで私をにらんでいるのか｣

覗 く エへ ウパ ehewpa｢こっそり盗み見る｣例文 :ネコン アン クス タブ エ エへ
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ウパ ル アナ nekonankustapeehewparuana｢なんで盗み見 しているのか｣､ポン

スイ ぺカ (オ ロぺカ)チセ オ シケン インカラ アン ponsuypeka(orpeka)ciseosken

inkaran｢あなから家の中を覗 く｣

盲 オアラ シクナク OarSiknak

まぶた シクカブ sikkap

まつげ シクラブ Sまkrap

涙 ヌべ nupe

冒やに シクタィべ siktaype

鼻 ニ トウ etu

鼻孔 エ トウプィ etupuy

鼻 くそ エ トル etOr､エ トロホ etoroho

鼻血 エ トウケム etukem

耳 キサ ラ kisar

聞く メ nu

つんぼ アシパ aspa

耳たぶ キサンラブ kisanrap

ロ チャロホ caroho

唇 チャブシ capusi

上唇 オ リカシ アン チャブシ orikasiancapusi

下唇 オラシ アン チャブシ orasiancapusi

舌 パルンぺ parunpe

歯 イマキ imaki

前歯 コツチャケ タ アン イマク kotcaketaanimak

犬歯 ?

奥歯 イペ イマ ク ipeimak

口蓋 ニール シ n言TuS

口蓋垂 ボン パルンぺ ponparunpe

唾液 ノン non

よだれを垂 らす ノン ラッキ nonTatki

唾 を吐 き出す エ トプセ etopse

顎 ノッキ リ notkir

髭 レク rek､誰かの髭 レキ reki､ レキヒ rekihi

髭が生える レキ (ヒ) トウク reki(hi)tuk

首､喉 レクチ rekuci､レクチヒ rekucihi

衿首 オ クス トウフ oksutuhu
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咽喉 クットモホ kuもtomoho

食道 イぺレクッ ipeTekut

気管 セウリ sewTi

息をする へ-セ 弘達se

溜め息をつ く へ-セ トウリリ 弘彦seもuTi訂豆

吹 く ウク uku (火を吹 く)

咳をする オムケ omke

たん ラ､ソ rat

くしゃみ エシナ esma

しゃっくり ヨムコロ yOmkoT

あくび マウソク maWSOk

げっぷ イクマウレ 豆阪mawTe

吐 く (ヘビを) ア トウ atu

胴部

肩 クーケウェへ k蝕 ewehe

肩甲骨 夕-ベラ も畠peTa

脇の下 エヤシポキ eyaspok孟

脇毛 ニオロボキ ウン ヌム nioTPOk呈umnum

胴 ネ トパケ netopake

胸 ペ ンラム PenTam､ユクラム yも旦kTam

乳 カブ kap､トーぺ 摘pe

乳房 トカブ tokap､カブ kap

あばら (管) ウッラブ ポネ utrappone､あばら肉 ウッラブ カム utrapkam

心臓 サムぺ sampe

腹 ホニ homi､ホこヒ hom豆h豆

腹わた ホンオシケ hom'oske､ホこオシケ honioske

腸 カンカン kankan

大腸 ルエ カンカン yuekamkam

小腸 ア-ネ カンカン 畠neka地am

胃 ヨシぺ yospe

肝臓 フイぺ huype､クンネ フイぺ kumehuype

へそ ハンカブイェ ha地 apuye

背中 オシマグ osmake､セ トウルフ setuTuhu

背筋 ?

腰 イクケウェ(へ) ikkewe(he)
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尻 オソロホ osoTOho

尻べた オソロ カム oSOrkam

Br門 シーブイェ SBIPuye

大便する オンネ アシン onneasin

大便 シー si

おなら オ ブケ opke

小便する､小便 オクイマ Okuyma

陰部 男女の別な く コロペ koTPe

陰部 (男性器) ティェへ Ciyehe

陰部 (女性器) カクカハ kakkaha

こうがん ノキヒ nokihi

陰毛 オヌマ Onuma

性交する ウコロ ukoT

腕部

手 (肩から下全体) テケへ tekehe

肘 シットクケウェ Sittokkewe

手 (手首から下) パラテク PaTatek

手の甲 テクメクカ tekmekka

手の平 テクコトロ tekkotor

手の脈 テクサムぺ teksampe

手首 テククシ tekkus

指 アシケぺ ッ askepeも

親指 ルエ アシケぺ ツ rueaSkepet

人差 し指 イタンキ ケム アシケぺッ itankikemaskepet

中指 シンノシキ アシケペ ッ Sinnoskiaskepet

薬指 オーシ アン アシケぺ ッ 6sianaskepet

小指 ボン アシケぺ ッ ponaskepet

爪 アミヒ amihi

J]巨‥l二

足全体 チキリヒ cikiTihi

もも オム om

膝 コクカパケ kokkapake

膝頭の裏 ニオロボキ nioTPOki

くるぶし チキリ トコム Cikirもokom

足首の脈 チキリ サムぺ Cikirsampe(くるぶしにある)
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足首から先 チキリ cikir

足の甲 チキリ メクカ Cikirmekka

足の裏 チキリ アサム Cikirasam

足の指 ルエ アシケぺ ッ TueaSkepet｢親指｣ とア-ネ アシケぺ ッ aneaskepet｢親

指以外の指｣ しか言わない｡

かかと ケスプ kesup

Jt:!l)f但

体毛 ケンヌマ kennuma

皮膚 カブ kap

しわ ヨモムケ yomomke

こぶ トコム tOkom

入れ墨 シヌエ Sinue

垢 :垢 まみれだ トウル ウシ turuS

血 ケム kem

血がでる グム エ トウク kemetuk

血が どっと出る ケム オへ クケ kemohekke

血管 ケム リッ kemrit

肉 カム kam

骨 ポネ pone､ポネへ pOnehe

髄 キル kir

カ キロロ kiror

〔本別 ｡沢井 トメノ氏〕

6-3｡イナゥとイ トクパ

音は､村の者が皆集 まって共同でするカムイノミ (kamuynomi)はなかった｡カムイノミは

個人で自分の家でそれぞれが行 うものである｡ 家紋であるイ トクパ (itokpa)はカムイノミのと

きメサ (祭壇)に捧げるイナウに入れるものであるが､アぺフティナウ (apehuciinaw､火の

神へのイナウ)には入れない｡チセイナウ (ciseinaw､家の守 り神のイナウ)には付ける｡ 熊

送 り儀礼の時､熊の頭蓋を載せる叉木の両方に縛 り付けるイナウにもイ トクパを施す｡シト(sito､

団子)を刺す串にはイ トクパを付ける事はない｡現在､行われているカムイノミは､共同で行っ

ているので個人のイ トクパを入れる訳にはいかないのでイ トクパを入れていない｡

イ トクパは､親類同志は同じである｡伏古コタンでのイ トクパはそれぞれ異なるので覚えてい

ない｡父方 と母方のイ トクパだけを覚えている｡ (図22)

イ トクパは男に伝 えるもので分家 した男の子にはイ トクパが伝えられる｡女は嫁に行 くと嫁入

り先のイ トクパを使 う事になる (?)｡
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イ トクパをイクパスイ (ikupasuy､奉酒箸)の裏 と表の両方に付ける事はない｡表には付け

ていたかもしれない｡

イナウの作 り方は母方の祖母 (測根 ミナ)から17歳の頃に教わった｡猟 も父の姉の子で高島

のいとこの山中ウノスケから教わった｡17歳の時に銃の鑑札を取 り､村田銃の20番で猟をした｡

〔伏古 ｡山川 弘氏〕

図22.伏宙コタンのイトクパ図案

父方のイ トクパ

表

母方のイ トクパ

表 裏

6--/上 人の--隻

･結,''('!.ll

配偶者がいなければその家は絶えてしまう｡ トウイタクでは､どこか遠い村から､何かに腹を

立ててひね くれたように物を言う男なり､女なりがやってきて､村に住み着き､その村の者と

結婚 し､村が栄えるというふうに話の結末を付けることが多い｡

ネプ カイ ヤイケシバレ ポコン アウキ オクカィ エク テク エ コロ ボン メノ

コ トウラ アマ フ ェチ コロ コタン アスル アシ クニ キ ャン アこ｡nepkay

yaykesparepokonawkiokkayekci玩ekorponmenokoturaamawaec主korkotanasur

askunikiyanani｡｢何か腹を立ててひね くれたように物を言う男が来たら､お前の娘とめあ

わせて､おまえの村が栄えるようにしなさい｡｣とか､

オノン カイ ヤイケシバレ ポコン アウキ メノコ エク テク エ コロ オクカイ エ

カチ トウラ エ アマ フ タアン コタン エチ シクカマ クンぺ タパン ナ｡onon

kayyaykesparepokonawkime‡10koekcikekorokkayekacituraeamawataankotan

ecisikkamakunpetapanna｡｢どこからか､腹を立ててひね くれたように物を言う女が釆た

ら､お前の息子をめあわせて､この村を守って行 くようにしなさい｡｣とか､
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オノン カイ ヤイケシバレ ポコン アウキ オクカイ エク ナンコロ クス トウラ エ

コロ ボン エカチ アマ ワ コタン シクカマ キ ヤナこ｡OmO貫沌ayyaykespaTePOkom

awkiokkayeknankorkusuもuTa磨koTPOm洩ac豆amawakot弧 Sikkamakまyan am豆◎｢ど

こからか腹を立ててひね くれたように物を言う男が来るから､お前の子供をめあわせて村を守

って行きなさい｡｣ということを夢 (チエタ ｡畳陥豆もa)で知 らされ､めあわせる (トウラ アマ

もuTaama)という結末になる｡ (チこタ C喜miも鼠:神様は夢でものごとを教えてくれる. 枕元に

すわって教えてくれる｡)ヤイケシバレ yay臨espaTeとは､何かおもしろくないことがあって､

どこかで結婚 して住み込 もうと､生まれた村を出てさまようことを言う｡

〔本別 ⑳沢井 トメノ氏〕

畢匙

死者が出ると墓標 (ワク kuwa)を立てる｡ 伏古 と幕別の墓標は､男はY字形で女は一本の

真っ直 ぐな棒である｡墓標の上部に図23のように白と黒の布を巻き付ける｡イチャルパ(icaTPa)

は､食べ物を墓の前でばら撒 く事で葬儀そのものの意味ではない｡

家の東南の便所のある横に死者のために地面に突き刺して立てるイナウをアライシリ イナウ

(araysiTinaw)と呼ぶ｡男の死者にはイナウ ネ トパ (inawnetopa)で女の死者には皮の付

いたシトウ イナウ (S血 豆maw)である｡ これは､死者が出て一年後の大抵冬にチセ シクカ

マ エカシ ノミ (cises互kkamaekasmomi､家の守 り神への祈 り) と同じ時期に行うアラ

イシリ ノミ(aTaySiTmOmi)の時に立てる｡ アライシリ ノミは家の中で火の神に報告してか

ら外の便所の横のアライシリ イナウを刺す場所で祈 りをする｡死者が出てからアライシリノミ

のあるまでの一年間はイナウを作ってほならないとされていた｡アライシリノミは毎年行い､そ

の都度アライシリイナウを立てていくので何年も経つと柳の木の林立となりそこから柳の木の芽

が出てくる事がある｡ 別の家人が亡 くなると更に一年後にアライシリイナウを立てる｡

図23.伏古､幕別の墓標

女性用

家にもう住む人がいなくなると､親類の者がアぺプチにお祈 りをした後でアライシリイナウも

山に持って行き人の歩かないような場所で仕末する｡

〔伏古 噂山川 弘氏〕

人間が死ぬことはエシッチゥ esitciw(もともと｢つんのめって倒れる｣の意味上 もっと丁

寧にはイホブパ 豆hoppaという｡ クマ (カムイ kamuy)が死ぬことはス-マウ アンS亀man

anという｡ 人間でもクマでもライ rayというのはあからさまな言い方だ｡
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〔本別 ◎沢井 トメノ氏〕

･ ･- ∴ - ,

メノコ カムイノミ チカナクネ カムイ ヌ カシぺ ワ ウェンぺ タパン クス メノ

コ アナク イテクケ カムイノミ ヤン｡ menokokamuynomicikanaknekamuynukaspa

wawempetapankusumenokoanakitekkekamuynomiyan°｢女がカムイノミするとカム

イはそれを聞きすぎるので悪いのだ｡女はカムイノミをしてはならない｡｣というウチャシコマ

で女はカムイノミするなと言われた｡

〔本別 ⑳沢井 トメノ氏〕

-･-･ :

22､3歳のころ､病気になった時､母親が帯広のチホマ トのそばに住んでいたトウスフチ tusuhuci

の所に連れて行って くれたことがある｡ そのころ私には乳飲み子がいたので､母が背負ってく

れた｡(2-3-3)

トウスフチは､ユタク チエン ホッケ､エチ メカラ アン ナ｡etakteenho抜e9eC喜nukaT

anna◎｢さあここによこになりなさい､見てあげますよ｡｣と言って拝んで くれたが､不思議な

ことに､知 らぬ間に寝入ってしまい､翌朝 までぐっす り眠ってしまった｡ とても不思議なこと

だと思う｡ そこでその間､母は娘の牛乳を買いに行った り世話 した りで走 り回ったそうだ｡ ト

ウスプチの近所に住む老女 らが 3､ 4人手伝いに来て くれた｡加勢に来たのだ｡ このおばあさ

んたちは､ホッ､ホッ､オヤ コタン ワ アリキ カッケマッ ウタラ イカネィぺカ カ ト

ウ ウェン クこ カムイ ウタラ キ｡キビこウケシ フ イ コレ ヤン｡ヤイカ トウウェ

ン クこ キ ワ イ コレ ヤン｡ ho,ho,oyakotanwaa洩ikatkematutar豆kaneypeka

katuwenkunikamuyutayki◎kipiniwkeswaikoreyan◎yaykatuwenkunikiwai汝ote

yan◎｢よその村から来てるんだから､助けてやって くれ､神様たち､恥をか くなよ｡｣と言いな

がら､ラタシケプ TataSkepやタバコを火にくべていた (オカオ okao)｡

｢神が恥をか く｣とは､病気が直 らなければ神の力が足 りなかったということにな り､神の

恥 となるということ｡

〔本別 ⑳沢井 トメノ氏〕

l _ l

私はアイヌの夢 (チエタ cbmiもa)しか見ない｡シサム SIsam (和人)のチこタは見たこと

がない｡それはアイヌの神 (アイヌ カムイ aynukamuy)が見守って くれているから (カシ

ケ アノインカラ kaskeanoimkar工 アイヌの流儀 (アイヌ プリ aynupuri)の方が勝

っている (エイカウン eikaun)からだ｡

近藤エカシは､おまえは生 まれがシサムでありながらどうしてそんな夢を見るんだとしかりな

- 49-



がら､それでもカムイノミをして くれたことがある(イシシ■リクラン､タン カミアシ､シサム

ユタク アン テク ハ ウキ｡ issirkuran,tankamiasi,sisametakantekhawki｡)｡

〔本別 ◎沢井 トメノ氏〕

- 50-




